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※今号に掲載している内容は令和3年 11月 2日現在の内容です。
　最新情報は市ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください
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　佐倉市社会福祉協議会は、市と協力し、
誰もが地域で安心して笑顔で暮らせる
「支えあい、助け合えるまちづくり」に
取り組んでいます。

　市民のかたが抱える困りごとに耳を傾け、行政や専門機関、地域
住民による支えあい活動と連携し、解決に導きます。

佐倉市社会福祉協議会が担う主な "３つの役割 "

　地区社会福祉協議会［▣］やボランティアなど、住民参加による福
祉活動を支援し、地域で支えあい、助け合えるまちづくりを行います。

多くのかたが福祉活動に参加できるよう、情報発信や環境づくりに取
り組み、みなさんの優しさを活動につなげます。

　市内に大きな被害をもたらした
令和元年の豪雨。社会福祉協議会で
は災害ボランティアセンターを開
設し、屋根の補修や泥のかき出しな
どの被災者支援を、ボランティアの
皆さんに行っていただきました。

支えあい の

まちづくり を推進します

２

３

３

１さまざまな課題を解決につなげますさまざまな課題を解決につなげます

地域住民の活動を支援します地域住民の活動を支援します

福祉活動福祉活動（ボランティアなど）（ボランティアなど）への参加を支援しますへの参加を支援します

❖災害ボランティアセンター  ～みんなの思いをかたちでつなぐ～

１

［▣］地区社会福祉協議会は、地域特性に応じた地域福祉活動を推進しています

❖移動サービス ～あなたのお出かけをサポート～
一人でお出かけすることが難しいかたの外出をお手伝いしま
す。協力会員（サポーター）が車での送迎を行います。

❖フードバンク活動 ～みなさんの善意を必要なかたへ～
家庭で余っている食品を寄附していただき、困窮する
世帯などに提供します。

【写真の説明】①福祉車両で通院・買い物へ（移動サービス）
②網戸や窓の掃除を行います（支えあいサービス）　
③家庭で余った食品の寄附を受け付けています（フードバンク活動）

佐倉市社会福祉協議会　☎（484）6197　℻（486）2518
佐倉市社会福祉課　　　    ☎（484）6135　℻（486）2503  

問い合わせ

２

❖地区社会福祉協議会の支えあいサービス
窓ふきや電球交換、ごみ捨てなど、日常生活の中での困り
ごとをお手伝いしています。

杉山 拓巳 主任主事
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　新型コロナウイルスのワクチン接種について、国が接種完了の目標として掲げる 11月末までに、希望される
かたへのワクチン接種を完了できる見込みです。これにより、11 月末をもって接種体制を縮小する予定です。こ
れから接種を希望されるかたは、11 月末までに 2 回接種が終わるよう予約をお取りください。

　新型コロナワクチンを 2回接種した場合であっても、接種後の時間の経過とともに、ワクチンの有効性や免疫原性が低下するこ
とが報告されています。２回目の接種から 8か月以上経過したかたを対象に、1回分の追加接種（３回目の接種）を行います。追加
接種に必要な接種券一体型予診票の発送は、２回目の接種日からおおむね８か月を経過したかたから順次お送りします。
　12月 1日以降に追加接種が開始となりますので、対象者への接種券一体型予診票の発送は、11月下旬を予定しています。
※12月、1月は主に医療従事者などのかたの接種期間となります

【例】1回目接種日　令和３年６月６日、2回目接種日　令和３年６月 27日の場合
　3回目の接種券一体型予診票の発送は、2回目の接種日からおおむね 8か月以上を経過したかたから順次発送しますので、上記の
例ですと令和 4年 2月下旬頃の発送となります。

　なお今後、国からの通知やワクチンの供給量によっては発送時期が変更となる場合があります。
　接種券一体型予診票が届いたら、前回と同様に予約システム、コールセンター、各医療機関の窓口などで予約してください。
※ 12月 1日からコールセンターの電話番号が変更となります。【変更後】新型コロナワクチン接種コールセンター☎ 0120（387）052

　今後、マイナンバーカードを使用し、お持ちのスマートフォンでアプリをダウンロードすること
で、接種証明書が取得可能となる予定です。まだ、マイナンバーカードをお持ちでないかたは、取
得についてご検討ください。マイナンバーカード発行に関する問い合わせ　市民課☎（484）6121

新型コロナウイルス感染症関連情報
佐倉市では 11 月末までに希望するかたへの新型コロナワクチン接種を完了する予定です

◆新型コロナワクチンの追加接種（3回目の接種）について

ワクチン接種証明書のデジタル化について

問い合わせ　健康推進課
☎（485）6711

　市内中小企業・個人事業主のかたが、新型コロナウイルス感染症の影響に
よる社会の変化に対応するため、新分野展開や業態転換などの事業再興に向
けた事業計画の策定や、各種補助金等の申請にあたって、専門家の支援を受
ける際にかかる費用の補助を行います。　※申請は１事業者につき１回限り
補助金額・補助率　10 万円（各種補助金などの申請支援を受けた際は５万
円を上乗せ）・補助対象経費の１／２以内
補助対象経費
▶事業再構築などに向けた事業計画の策定のための相談料・コンサルティン
グ経費など　▶各種補助金など・給付金などの申請にあたって専門家の支援
などを受けた際の費用
※交付決定前から開始、完了している取り組みは対象外です
活用可能な専門家等　行政書士、公認会計士、税理士、社会保険労務士、中
小企業診断士、民間コンサルなど　締め切り　令和４年２月 28 日㈪
※申請方法や申請時に必要な提出書類など、詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）をご覧ください
問い合わせ　産業振興課☎（484）6145

　新型コロナウイルス感染症の影響により時短要請や外出自粛が長期
に及んだことを踏まえ、支援金 A（幅広い事業者を対象とした支援金）
の追加支給を行います。また、支援金 B（酒類販売事業者への上乗せ
支給）の支給対象月に 10月を加えるとともに、支援金A・Bの売上比
較対象月を延長しました。
支援金Aの追加支給額
▶中小企業等：10万円（既存支給額 20万円と合わせて計 30万円）
▶個人事業主等：5万円（既存支給額 10万円と合わせて計 15万円）
※申請済みのかたは、11月下旬から順次、追加額を支給します（新た
な申請は不要です）
支援金Bの対象月および支援金A・Bの売上比較対象月の延長
令和 3年 4月～ 10月（変更前　令和 3年 4月～ 9月）
※支給要件などの詳細はホームページ（右記二次元コード）
をご覧ください　締め切り 12 月 28 日㈫
問い合わせ 千葉県中小企業等事業継続支援金コールセンター
☎ 0120（179）155（午前 9時～午後 6時、土日祝日を含む）

11 月 12 日～ 25 日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

女性活躍が推進される中、どのような
行為がハラスメントにあたるのか考えま
す。ハラスメントのない、一人一人の能
力と意欲が発揮できる環境づくりのため
の講座です。
講師　宮腰直子（弁護士）
配信期間　11月 24 日㈬午前 10時～ 30日
㈫午後６時
視聴方法　期間内にミウズホームページ
の（http://mews.shiteikanri-
sakura.jp/php/）〈トピックス〉
または〈講座〉から視聴してくだ
さい。※右記二次元コード参照
問い合わせ　佐倉市男女平等参画推進セン
ターミウズ☎（460）2580

佐倉市民憲章
（昭和45年12月23日制定）

　わたくしたちは、印旛沼
湖畔のきれいな空気と緑と
太陽と歴史に恵まれた佐倉
市民です。全市民は、力を
合わせてこの憲章を守り、理
想のまちをつくりましょう。
一、私たちは、美しく清潔
なまちをつくりましょう。
一、私たちは、公衆道徳を
守り、スポーツを愛し、明
るいまちをつくりましょう。
一、私たちは、歴史や自然
を大切にし、おくゆかしい
まちをつくりましょう。
一、私たちは、老人を敬い、
子どもを愛し、あたたかい
まちをつくりましょう。
一、私たちは、創意と努力
をもって、豊かなまちをつ
くりましょう。

　ミウズ男女平等参画セミナー　ミウズ男女平等参画セミナー
　～オンライン講座～　　～オンライン講座～　

多様性が認められ活かされる
職場になるために

パワハラ、セクハラを考えてみませんか？

　配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力をド
メスティック・バイオレンス（ＤＶ）といいます。ＤＶは相手の人権を踏みにじ
る行為であり、絶対に許されません。被害を受けていたり、受けている人を知っ
ている場合には、一人で悩まずぜひご相談ください。

■パープルリボン・プロジェクト
　女性に対する国際的な暴力根絶運動です。ミウズでも、女性に対するあらゆる
暴力の根絶に向けて、各保健センター、市図書館、公民館などの窓口に「ＤＶ防止」
アピール立体リースを設置します。
問い合わせ　佐倉市男女平等参画推進センターミウズ☎（460）2580

子ども家庭課 ☎（484）6263

ミウズ（レイクピア・ウスイ３階）
☎（460）2580　要申し込み
金曜日午前 10時～午後３時
（第３金曜日のみ午後３時～８時）

印旛健康福祉センター ☎（483）0711
※原則毎週火曜日面接相談あり　要申し込み

千葉県女性サポートセンター ☎（206）8002　※面接相談あり　要申し込み
女性の人権ホットライン ☎ 0570（070）810

ＤＶ相談+プラス ☎ 0120（279）889（24 時間受付）
※メールやチャットでも相談可

窓
口
相
談

（
無
料
）

電
話
相
談

（
無
料
）

「佐倉市事業再構築支援補助金」
　ウィズコロナ時代に頑張る事業者の専門家活用を

支援するため、締め切りを延長します
千葉県中小企業等事業継続支援金

新型コロナウイルス感染拡大に伴う支援情報は、市ホームページ（右記二次元コード）も併せてご覧ください。
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各種イベントが中止・延期となる場合があります。参加にあたっては、主催者へお問い合わせの上、
ご参加くださいますようお願いいたします。【11月 2日現在】
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て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
髙
石
惣
一
郎
…
佐
倉
市
体
育
協

会
副
会
長
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
株
式
会
社
コ
イ
シ
カ
ワ
…
教
育
活

動
の
充
実
に
役
立
て
る
た
め
、
多

大
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
一
般
財
団
法
人
藤
本
武
弘
育
英

会
…
教
育
活
動
の
充
実
に
役
立
て

る
た
め
、
多
大
な
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
佐
倉
市
教
育
功
労
者
表
彰

　

市
の
教
育
の
振
興
や
発
展
に
寄

与
さ
れ
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

16
人
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
野
一
久
、
田
辺
直
美
、
林
智
、

金
木
勝
己
、
久
保
田
宜
孝
、
三
村

宏
治
…
校
長　

▼
小
堺
宏
一
、
吉

田
卓
次
、
及
川
亨
…
教
頭

▼
波
多
野
祐
義
…
臼
井
南
中
学
校

剣
道
部
外
部
指
導
者

▼
川
村
麻
規
子
、
川
島
重
信
…
学

校
医

▼
中
島
一
郎
…
学
校
歯
科
医

▼
樫
村
典
久
…
弥
富
剣
道
教
室
講
師

▼
粟
生
喜
三
男
…
佐
倉
市
囲
碁
同

好
会
前
会
長

▼
石
合
紀
代
子
…
佐
倉
市
茶
の
湯

の
会
前
会
長

問
い
合
わ
せ　

秘
書
課
☎
（
４
８

４
）
６
１
０
０
、
教
育
総
務
課
☎

（
４
８
４
）
６
１
８
２

◆
み
ん
な
で
知
ろ
う
！

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
！

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
感
動
を
呼
ん
だ
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の

体
験
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
か
た

と
交
流
し
、
障
害
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
、
競
技
用
車
椅

子
や
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
展
示
な
ど　

講
千
葉
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
ほ
か

定
１
５
０
人
（
先
着
順
）

受
付

11
月
16
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈬

申
問
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

（
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
）、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
を
障
害
福

祉
課
☎（
４
８
４
）
４
１
６
４
、℻（
４

８
４
）
１
７
４
２
へ

◆
佐
倉
日
蘭
協
会
・
オ
ラ
ン
ダ
事

情
講
演
会
「
日
本
に
お
け
る
西
洋

野
菜
の
普
及
史
」

日
12
月
５
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）　

要
申
し

込
み
・
無
料
　
場
中
央
公
民
館

講
清
水
克
志
（
秀
明
大
学
准
教
授
）

定
30
人
（
先
着
順
）　

申
問
電
話
で
文
化
課
☎
（
４
８
４
）

６
１
９
１
へ（
受
付
は
11
月
15
日
㈪
〜
）

◆
第
19
回
遺
跡
発
表
会

日
令
和
４
年
１
月
15
日
㈯
午
前
11

時
15
分
〜
午
後
４
時　

要
申
し
込

み
・
無
料
　
場
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

内
平
成
27
年
に
行
っ
た
匝
瑳
市
多

古
田
低
地
遺
跡
の
調
査
成
果
の
発
表

と
、
出
土
遺
物
に
か
か
わ
る
講
演

定
１
７
３
人
（
多
数
時
抽
選
）

受
け
付
け

12
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪

（
必
着
）　

申
問
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
285
│

０
８
１
４
春
路
１
│

１
│

４
公

益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
☎
（
４
８
４
）
０
１
２
６
へ

※
往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
人

の
応
募

問
い
合
わ
せ

佐
倉
市
名
誉
市
民

長
嶋
茂
雄
氏
が
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

　

佐
倉
市
W
E
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
広
く
皆
さ
ん
に
周
知

し
、
地
域
全
体
で
赤
ち
ゃ
ん
と
子
育
て
す
る
人
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
社
会

を
醸
成
す
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
子
育
て
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
）

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
政
策
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
９

佐
倉
市
W
E
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
泣
い
て
も
い
い
よ
！
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
＆

子
育
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す

W
E
B
サ
イ
ト
「
サ
ク
ラ
イ
ク
」
は
、
平
成
30
年
６
月
の
開
設
か
ら
15
万

P
V
（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）
を
達
成
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
感
想

を
募
集
し
、
応
募
者
か
ら
抽
選
で
10
人
に
、
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
や
市
内
施
設
入
館
券
な
ど
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間

11
月
15
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

申
し
込
み　

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
フ
ォ
ー
ム
か
ら
（
右
記
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
）

魅
力
発
信
サ
イ
ト
「
サ
ク
ラ
イ
ク
」（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）

問
い
合
わ
せ　

地
域
創
生
課
☎
（
４
８
４
）
６
７
４
８

魅
力
発
信
サ
イ
ト
「
サ
ク
ラ
イ
ク
」

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
募
集
し
ま
す

◆
郵
政
創
業
１
５
０
年

佐
倉
市
・
酒
々
井
町
郵
便
局

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

郵
便
局
は
、明
治
４
年
に
創
業
し
、

今
年
４
月
に
創
業
１
５
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

現
在
「
佐
倉
市
・
酒
々
井
町
郵
便

局
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
集
め
た
ス
タ
ン
プ
に
応
じ

て
、
通
帳
ケ
ー
ス
な
ど
の
記
念
品
が

も
ら
え
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
景
品
は
個
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す

期
間

12
月
30
日
㈭
ま
で

ス
タ
ン
プ
・
台
紙
設
置
場
所
、
景
品

受
け
取
り
所　

佐
倉
市
内
・
酒
々
井

町
内
各
郵
便
局
、
弥
富
簡
易
郵
便
局

問
臼
井
郵
便
局

☎
（
４
８
７
）
３
０
０
１

◆
第
38
回
新
春
佐
倉
美
術
展

作
品
を
募
集
し
ま
す

　

工
芸
部
門
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
作
品
は
審
査
を
行
い
、
入

選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

出
品
資
格

18
歳
以
上
で
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た
（
市
内
に

所
在
す
る
各
種
サ
ー
ク
ル
・
教
室
で

学
ぶ
か
た
を
含
む
）

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
市
立

美
術
館
、
市
役
所
文
化
課
、
市
内

公
民
館
・
図
書
館
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す

※
彫
刻
・
書
は
選
抜
制
の
た
め
、
公

募
は
行
い
ま
せ
ん

※
絵
画
は
10
月
31
日
で
申
し
込
み
を

締
め
切
り
ま
し
た

搬
入
日

▼
絵
画

12
月
６
日
㈪
午

前
10
時
〜
正
午

▼
工
芸

12
月
13
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

搬
入
場
所　

市
立
美
術
館

応
募
方
法

　
出
品
作
品
は
、
応
募

用
紙
と
返
信
用
封
筒
に
出
品
料
を
添

え
、
搬
入
日
に
直
接
会
場
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

【
新
春
佐
倉
美
術
展
に
つ
い
て
】

会
期　

令
和
４
年
１
月
５
日
㈬
〜
16

日
㈰　

※
１
月
11
日
㈫
は
休
館
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

問
市
立
美
術
館

☎
（
４
８
５
）
７
８
５
１
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納
期
の
お
知
ら
せ 

【
納
期
限 

11
月
30
日
火
】

▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
５
期  

▼
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
５
期

《
納
付
の
ご
相
談
は
》

納
税
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
債
権
管
理
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
１
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
…
健
康
保
険
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
６

介
護
保
険
料
相
談
…
…
…
…
…
…
介
護
保
険
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
８
７

ご
存
知
で
す
か
？

改
修
工
事
に
よ
る

改
修
工
事
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

に
つ
い
て

1 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、
①
〜
③

の
全
て
に
該
当
す
る
も
の　

①
65
歳
以
上
の
か
た
、
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た

か
た
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
い
ず

れ
か
が
居
住
す
る
住
宅（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

50
㎡
以
上
280
㎡
以
下
の
も
の 

③
次
の
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除

く
自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上
の

も
の 

▼
廊
下
の
拡
幅 

▼
階
段
の

勾
配
の
緩
和 

▼
浴
室
の
改
良 

▼
便
所
の
改
良 

▼
手
す
り
の
取

り
付
け 

▼
段
差
の
解
消 

▼
出
入

口
の
戸
の
改
良 

▼
床
の
滑
り
止

め
化

2 
省
エ
ネ
改
修
工
事

対
象　

平
成
20
年
１
月
１
日
に
既

存
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

で
、
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る

も
の

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
二
重

サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

※
窓
は
必
須
工
事
。
床
・
天
井
・

壁
の
断
熱
改
修
工
事
も
工
事
費
に

問 

資
産
税
課 

☎（
４
８
４
）６
１
２
０

　

次
の
改
修
工
事
は
、
固
定
資
産
税（
家
屋
）
の
減
額

　

次
の
改
修
工
事
は
、
固
定
資
産
税（
家
屋
）
の
減
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

含
む
こ
と
が
で
き
ま
す

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
280
㎡
以
下
の
も
の 

③
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
工
事
費

で
、
自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上

の
も
の

※
1
と
2
は
併
用
で
き
ま
す

3 

住
宅
耐
震
改
修
工
事

対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
改
修
工
事

を
し
、
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
工

事
費
が
50
万
円
以
上
の
も
の

4 

長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム

対
象　

省
エ
ネ
改
修
工
事
、
耐
震

改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
既
存
住

宅
が
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
た
も
の

《
1
〜
4
共
通
》

※
都
市
計
画
税
は
減
額
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

※
過
去
に
申
告
し
た
家
屋
は
対
象

外
で
す

※
申
告
方
法
、
提
出
書
類
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
告
は
改
修
工
事
完
了
後
、
３

か
月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

改修工事 固定資産税の
減額率 適用範囲

1バリアフリー
改修工事 1 2 

税額の
3分の１

1
床面積
100㎡まで
※ 100㎡を
越える場合、
100㎡分が
適用範囲

2省エネ改修工事 2 3 4 
床面積
120㎡まで
※ 120㎡を
越える場合、
120㎡分が
適用範囲

3耐震改修工事
3
税額の
2分の１

4長期優良住宅化
リフォーム

4 
税額の
３分の２

※令和3年 1月 2日から令和4年 3月 31
　日までに改修工事が完了するものが対象
※減額期間は、工事が完了した翌年度の
　１年分

　

当
面
、
傍
聴
の
自
粛
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。本
会
議
の
模
様
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

【
議
会
日
程
】 

▼
招
集
日 

11
月
22
日
㈪
午
後
１

時
〜 

▼
一
般
質
問 

11
月
29
日
㈪
〜
12

月
２
日
㈭ 

▼
常
任
委
員
会 

12
月
６
日
㈪
〜

９
日
㈭  

▼
最
終
日 

12
月
13
日
㈪
午
後
１

時
〜

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
】　

招
集

日
、
一
般
質
問
、
最
終
日
の
模
様

を
、
開
催
時
間
中
に
ラ
イ
ブ
中
継

す
る
ほ
か
、
各
開
催
日
の
約
１
週

間
後
か
ら
、
録
画
中
継
を
配
信
し

ま
す
。

【
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
議
会
放
映
】
招
集

日
、
一
般
質
問
、
最
終
日
の
模
様

を
、
各
開
催
日
の
翌
日
午
後
５
時

30
分
か
ら
放
送
。

地
上
デ
ジ
タ
ル 

⬇ 

10 

ch 

デ
ジ
タ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
⬇
３
０
１
ch

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

☎（
４
８
４
）６
２
５
４

佐
倉
市
議
会
11
月
定
例
会

【
補
助
の
要
件
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た 

▼
市
内
在
住 

▼
機
器
の
設
置
場
所
が
あ
る 

▼
処
理
さ
れ
た
物
を
自
ら
の
責
任

で
処
理
で
き
る  

※
市
の
取
扱
指

定
店（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）で

購
入
手
続
き
が
必
要
で
す

【
補
助
対
象
機
器
】

❶
コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ご
み
の
堆
肥
化

容
器
）
❷
発
酵
菌
に
よ
る
生
ご
み

減
容
器 

❸
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

【
補
助
金
額
】（
１
基
あ
た
り
）

❶
❷ 

購
入
価
格（
税
抜
き
）
の
３

分
の
1
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨

て
・
上
限
２
０
０
０
円
）  

※
年
度

内
１
世
帯
２
基
ま
で

❸
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
４
分

の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
・

上
限
１
万
円
）  

※
年
度
内
１
世
帯
１
基
ま
で

【
手
続
き
方
法
】

　

購
入
時
に
印
鑑
と
免
許
証
な
ど

の
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も

の
を
取
扱
指
定
店
に
持
参
し
、
備

え
付
け
の
書
類
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
補
助
金
相
当
額
を
控
除
し

た
金
額
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

☎（
４
８
４
）６
１
４
９

取
り
扱
い
指
定
店
で
、
購
入
時
に
申
請
が
必
要
で
す

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住
で
合
併
処
理
浄

化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
か
た
（
公
共
下
水
道
お
よ

び
農
業
集
落
排
水
の
使
用
可
能
地

域
を
除
く
）

補
助
金
額　

合
併
処
理
浄
化
槽
１

基
に
つ
き
５
０
０
０
円
（
年
１
回
）

申
請
時
期　

法
定
検
査
（
第
11
条
）

受
検
日
か
ら
３
か
月
以
内

申
し
込
み　

申
請
書
、
法
定
検
査

の
検
査
結
果
書
の
写
し
、
検
査
費

用
の
領
収
書
の
写
し
を
生
活
環
境

課
へ
持
参

※
検
査
結
果
が
不
適
正
の
場
合
は

申
請
不
可

※
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
金
融
機

関
の
口
座
番
号
が
必
要
で
す

※
郵
送
申
請
可
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
の
管

理
者
（
使
用
者
）
に
次
の
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

▼
法
定
検
査
…
水
質
に
関
す
る
検

査
（
使
用
開
始
後
３
〜
８
か
月
以

内
に
１
回
、
そ
の
後
は
毎
年
１
回
）

▼
清
掃
…
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た

汚
泥
な
ど
の
撤
去
（
年
１
回
以
上
）

▼
保
守
点
検
…
機
械
の
点
検
・
調
整
・

汚
泥
の
状
況
確
認
や
消
毒
剤
の
補
充

な
ど
（
４
か
月
に
１
回
以
上
）

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
４
８

合
併
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
用
を

の
維
持
管
理
費
用
を

補
助
し
ま
す

補
助
し
ま
す

新
入
学
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

新
入
学
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

対
象　

次
の
項
目
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
か
た

▼
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
、
生

活
が
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
か
た

※
所
得
額
の
基
準
が
あ
り
ま
す

▼
令
和
４
年
４
月
に
、
市
立
小
学
校

へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん（
新
１
年
生
）

の
保
護
者

▼
令
和
４
年
３
月
１
日
時
点
で
、
市

内
在
住
の
か
た

締
め
切
り　

令
和
４
年
１
月
13
日
㈭

（
必
着
）

支
給
時
期　

令
和
４
年
３
月

支
給
金
額　

５
万
１
０
６
０
円
（
定

額
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
案
内
・
申
請
書
な
ど
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
生
活
保
護
受
給
中
の
か
た
は
、
本

制
度
の
支
給
対
象
外
で
す

※
中
学
校
新
入
学
に
係
る
学
用
品
費

は
、
市
の
就
学
援
助
制
度
の
認
定
対

象
者
に
支
給
し
ま
す

※
在
校
生
の
就
学
援
助
申
請
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学
務
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
８
６

　

現
在
、
佐
倉
市
内
で
は
、
弥
富
小

学
校
お
よ
び
和
田
小
学
校
が
小
規
模

特
認
校
と
し
て
、
市
内
全
域
よ
り
児

童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
弥
富
小

学
校
お
よ
び
和
田
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
一
人
一

人
の
児
童
に
確
か
な
学
力
と
豊
か
な

心
を
育
て
て
い
ま
す
。

【
小
規
模
特
認
校
の
目
的
】

　

小
規
模
特
認
校
は
、
一
人
一
人
の

児
童
に
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
少
人
数
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導
や
地
域

と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

【
転
入
学
の
条
件
】

▼
市
内
在
住
で
弥
富
小
学
校
お
よ
び

和
田
小
学
校
へ
転
入
学
を
希
望
す
る

児
童

▼
保
護
者
が
、
弥
富
小
学
校
お
よ
び

和
田
小
学
校
の
教
育
活
動
を
理
解

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
か
た

【
通
学
の
条
件
】

▼
原
則
と
し
て
保
護
者
が
送
迎

▼
卒
業
ま
で
通
年
通
学
が
で
き
る
か
た

問
い
合
わ
せ  

▼
学
務
課
☎
（
４
８

４
）６
２
１
９ 

▼
弥
富
小
学
校
☎（
４

９
８
）０
６
０
３ 

▼
和
田
小
学
校
☎

（
４
９
８
）１
５
０
９

※
転
入
学
の
問
い
合
わ
せ
は
、
随
時

「
小
規
模
特
認
校
」
弥
富
小
学
校
及
び

「
小
規
模
特
認
校
」
弥
富
小
学
校
及
び

和
田
小
学
校
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

和
田
小
学
校
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
は
、
遅
れ
ぎ
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
例
年
の
ワ
ク
チ
ン
量
に
相
当
す
る
程

度
は
供
給
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
の
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
限　

令
和
３
年
12
月
31
日
㈮

※
年
末
は
医
療
機
関
が
休
診
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

母
子
保
健
課
☎（
３
１
２
）７
６
８
８
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国民健康保険特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）１７８３

　国民健康保険は、平成 30年度から県全体で医療費を負担するために広域化
されています。各市町村は、医療費を賄うための財源として県に納付金を納付
していますが、県への納付金は、医療の高度化、高齢化の進行などにより増加
傾向にあります。一方で、県の納付金の財源となる佐倉市の国民健康保険税の
税率は 10年以上据え置きとなっており、今後は更に厳しい財政運営が見込ま
れています。
　市では、国保加入者の健康保持が医療費の抑制に繋がることから、健康診断
の受診をお願いしています。このほか、人間ドック助成制度、メタボリックシ
ンドロームを予防するための特定保健指導事業など、加入者の皆様の健康保持
に役立つ各種事業を実施していますので、ぜひご活用ください。また、国民健
康保険税は忘れずに納付期限までに納めていただくようお願いします。

加入者数　3万 9,379 人（令和 3年３月末）
１人当りの医療費　36万円（前年度から約１万円増）

差引額　226 万円

歳入の区分 収入済額

国民健康保険税 36億 9,753 万円

使用料および手数料 0円

国庫支出金 3,968 万円

県支出金 122億 2,878 万円

財産収入 1万円

繰入金 9億 4,009 万円

繰越金 429万円

諸収入 9,790 万円

歳入合計 170億 828 万円

歳出の区分 支出済額

総務費 7,865 万円

保険給付費 120億 8,143 万円

国保事業費納付金 47億 3,046 万円

共同事業拠出金 0円

保健事業費 9,474 万円

基金積立金 0円

諸支出金 2,074 万円

予備費 0円

歳出合計 170億 602 万円

　歳出の広域連合納付金のうち 3億 3,424 万円は、低所得者等の保険料軽減分
を補填する保険基盤安定負担金で、市と県で負担しています。また、この会計
から支出した広域連合納付金の他に、医療給付の法定負担金など 16 億 3,485
万円を、市の一般会計から千葉県後期高齢者医療広域連合に支払っています。

加入者数　2万 7,107 人（令和 3年３月末）

後期高齢者医療特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）６１３６

歳入の区分 収入済額

保険料 23億 5,590 万円

繰入金 3億 4,509 万円

繰越金 407万円

業務委託などの収入 812万円

歳入合計 27億 1,318 万円

歳出の区分 支出済額

総務費（収納委託
料、郵送料など）、
償還金

1,432 万円

広域連合納付金
（保険料など） 26億 9,391 万円

歳出合計 27億 823 万円

差引額 495 万円

令和２年度 特別会計決算の概要 　特別会計とは、一般会計と区別して、特定の事業を実施す
るための歳入・歳出を経理するための会計です。
※端数処理の関係上、合計と一致しない部分があります

介護保険特別会計決算　問 介護保険課 ☎（４８４）６１７４

災害共済特別会計決算　問 危機管理課 ☎（４８４）６１３１

歳入の区分 金　額

掛金収入 352万 1,000 円

財産収入 5万 3,017 円

繰越金 0円

繰入金 1,402 万 0000 円

歳入合計 1,759 万4017 円

歳出の区分 金　額

消耗品費 2万 180 円

印刷製本費 11万 3,729 円

通信費 25万 974 円

負担金補助および交付金 1,400 万 1,532 円
償還金利子および割引料
共済掛金還付金 3,000 円

積立金 5万 3,017 円

歳出合計 1,444 万 2,432 円

※介護保険料は、前年度より647万円減少。歳入合計は3億 7,638万円増加

※介護保険給付費は、前年度より 5億 2,342 万円増加。歳出合計は 4億 699 万円増加

差引額　2,218 万円
　差引全額を「介護給付費等準備基金」に積み立てました。

◆ 介護給付費の内訳（審査支払手数料 874 万円を除く）
●在宅サービス及び地域密着型サービス 68 億 2,368 万円 

●施設サービス 39 億 118 万円  

歳出の区分 金　額 内　容

介護保険給付費 114億 3,634 万円 介護サービス等に要した費用

内
訳

介護給付費 107億 3,360 万円 ※右記参照

高額介護サービス費 3億 2,034 万円 自己負担額が一定額を超過した場合
に支給する費用

特定入所者介護サービス費 3億 3,576 万円 低所得者の食費・居住費を減額する
ための費用

高額医療合算介護サービス費 4,664 万円 医療と介護の自己負担額が一定額を
超過した場合に支給する費用

地域支援事業費 7億 9,098 万円 市が行う介護予防事業の費用・地域
包括支援センターの運営経費など

総務費 2億 7,299 万円 介護保険料の徴収や、介護保険の認
定のための経費

諸支出金 2,929 万円 還付金および還付加算金

歳出合計 125億 2,960 万円 　

サービスの種類 延べ利用件数 年間保険給付費

訪問介護 11,691 件 8億 59万円

訪問入浴介護 909件 5,952 万円

訪問看護 7,468 件 3億 636 万円

訪問リハビリテーション 1,025 件 4,329 万円

居宅療養管理指導 23,410 件 1億 5,305 万円

通所介護 14,500 件 11億 9,760 万円

通所リハビリテーション 4,557 件 3億 8,492 万円

短期入所生活介護 4,811 件 5億 5,860 万円

短期入所療養介護 259件 2,239 万円

特定施設入居者生活介護 5,474 件 9億 3,990 万円

福祉用具貸与 31,148 件 3億 7,457 万円

特定福祉用具販売 629件 1,826 万円

住宅改修費 584件 5,775 万円

居宅介護支援 44,682 件 5億 2,696 万円

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 118件 1,661 万円

認知症対応型通所介護 455件 4,876 万円

小規模多機能型居宅介護 294件 4,939 万円

認知症対応型共同生活介護 1,606 件 4億 1,900 万円

地域密着型特定施設入居者生活介護 279件 5,562 万円

地域密着型老人福祉施設入所者生活介護 576 件 1億 6,581 万円

看護小規模多機能型居宅介護 312 件 8,484 万円

地域密着型通所介護 7,018 件 5億 3,988 万円

サービスの種類 延べ利用件数 年間保険給付費

介護老人福祉施設 9,011 件 24億 284 万円

介護老人保健施設 5,073 件 14億 5,138 万円

介護医療院等 123件 4,696 万円

　介護保険は、65歳以上の人に納めていただく保険料と、40歳から64歳
の人に納めていただく保険料(支払基金交付金)、国、県、市の負担分な
どで事業を運営しています。歳出のうち、要介護(要支援)の認定を受け
て利用される、デイサービスや施設入所などの介護サービス費である「介
護保険給付費」が、約90%を占めています。その他は、介護予防事業など
を行う地域支援事業費や総務費などでした。

要介護（要支援）認定者数 8,094 人（令和 3年３月末）

歳入の区分 金　額 内　容

介護保険料 31億 3,984 万円 第 1号被保険者（65歳以上）の保険料

支払基金交付金 32億 3,257 万円 第 2号被保険者（40～ 64歳）の保険料

国庫支出金 23億 3,835 万円 国が市に対して負担するもの

県支出金 18億 293 万円 県が市に対して負担するもの

繰入金 19億 7,055 万円 市の一般会計からの繰入金

その他 6,756 万円 地域支援事業利用者負担金、基金利子など

歳入合計 125億 5,179 万円 　
▲

防災行政無線放送のテレフォンサービス  ☎ 0120（711）508佐倉市の災害・緊急情報等を発信
http://twitter.com/bousai_sakura
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消費生活
相談から

「
保
険
金
が
使
え
る
」
に
ご
注
意
を
！

火
災
保
険
の
申
請
は
ご
自
身
で

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm

l

くらし
の話題

身
近
な
人
の
被
害
に
気
付
く
た
め
に

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

　

令
和
２
年
度
に
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
の
う
ち
、
契
約
当
事
者
が
60

歳
以
上
で
あ
る
相
談
が
占
め
る
割

合
は
、
41
％
で
し
た
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
や
、
早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
全
体
で

見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
見
守
り
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
】

◉
家
の
様
子
に
つ
い
て

□
家
に
見
慣
れ
な
い
人
が
出
入
り

し
て
い
な
い
か

□
不
審
な
電
話
の
や
り
と
り
が
な

い
か

□
家
に
見
慣
れ
な
い
も
の
、
未
使

用
の
も
の
が
増
え
て
い
な
い
か

□
見
積
書
、
契
約
書
な
ど
の
不
審

な
書
類
や
名
刺
な
ど
が
な
い
か

□
家
の
屋
根
や
外
壁
、
電
話
機
周

辺
な
ど
に
不
審
な
工
事
の
形
跡
は

な
い
か

□
カ
レ
ン
ダ
ー
に
見
慣
れ
な
い
事
業

者
名
な
ど
の
書
き
込
み
が
な
い
か

◉
本
人
の
様
子
に
つ
い
て

□
定
期
的
に
お
金
を
ど
こ
か
に
支

払
っ
て
い
る
形
跡
は
な
い
か

□
生
活
費
が
不
足
し
た
り
、
お
金

に
困
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
か

□
何
か
を
買
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
な
い
な
ど
、
判
断
能
力
に
不
安

を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
か

　

不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
３
）４
９
９
９

　

火
災
保
険
を
使
っ
て
住
宅
修
理

が
で
き
る
と
勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　
「
２
年
前
の
台
風
被
害
の
調
査

を
し
て
い
る
」
と
業
者
が
訪
問
し

て
き
た
。「
被
害
を
受
け
て
い
る
か

無
料
で
調
査
を
し
て
い
る
。
火
災

保
険
の
対
象
で
あ
れ
ば
申
請
手
続

き
の
代
行
を
行
う
の
で
、
保
険
金

の
40
％
を
手
数
料
と
し
て
い
た
だ

く
が
、
保
険
金
が
出
な
け
れ
ば
一

切
の
負
担
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

２
年
前
の
大
型
台
風
直
後
に
保
険

会
社
へ
問
い
合
わ
せ
た
が
、
保
険

金
の
支
払
い
は
難
し
い
と
断
ら
れ

た
こ
と
を
業
者
に
話
す
と
、「
申

請
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
」
と
強
い
口
調
で
調
査
を
勧
め

ら
れ
た
。
調
査
だ
け
な
ら
と
思
い
、

業
務
委
託
契
約
書
に
署
名
は
し
た

が
、
業
者
の
説
明
に
不
信
感
が
あ

り
解
約
し
た
い
。（
60
代
男
性
）

【
相
談
員
か
ら
】

　
「
火
災
保
険
を
使
っ
て
、
自
己
負

担
な
く
住
宅
の
修
理
が
で
き
る
」、

「
保
険
金
が
出
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
」
な
ど
、「
保
険
金
が
使
え
る
」

と
勧
誘
す
る
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　

国
の
統
計
で
は
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
相
談
件
数
が
令
和
２
年
度
に

お
い
て
前
年
度
の
２
倍
以
上
、
令

和
３
年
度
も
前
年
同
時
期
を
上
回

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
は
令
和
元
年
に
台
風
15

号
、
19
号
に
よ
り
住
宅
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
被
害

を
受
け
た
直
後
だ
け
で
は
な
く
、

数
年
経
過
し
た
後
に
被
害
地
域
を

対
象
に
勧
誘
を
行
う
ケ
ー
ス
も
多

く
、
今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

❶
保
険
金
の
請
求
は
、
保
険
加
入

者
自
身
が
行
う
こ
と
が
基
本
で

す
。
保
険
契
約
の
内
容
や
補
償
な

ど
を
確
認
し
、
不
明
な
点
は
加
入

し
て
い
る
保
険
会
社
や
保
険
代
理

店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❷
損
害
保
険
は
火
災
、
落
雷
、
風

災
、
水
災
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
建
物
の
被
害
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
経
年
劣
化
に
よ
り
生
じ
た

損
害
は
、
原
則
保
険
の
補
償
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
経
年
劣
化

に
よ
る
損
傷
と
知
り
な
が
ら
、
自

然
災
害
に
よ
る
損
傷
と
う
そ
の
理

由
で
保
険
金
の
請
求
を
す
る
と
、

保
険
会
社
か
ら
保
険
金
の
返
還
請

求
や
保
険
契
約
の
解
除
、
ま
た
刑

事
罰
に
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
「
う
ま
い
話
」
に
は
の
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

❸
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
契
約

を
し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
困
り
の
時
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
応
援
情
報

子
育
て
応
援
情
報
　
す
く
す
く

す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

佐
倉
っ
子

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
・

申
し
込
み
不
要
・
場
所
は
各
園

※
利
用
前
に
、
検
温
、
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
手
指
消
毒
、
大
人

の
か
た
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す

※
長
時
間
の
ご
利
用
は
お
控
え

く
だ
さ
い

※
水
分
補
給
を
除
く
飲
食
不
可

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

馬
渡
保
育
園

馬
渡
保
育
園

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　

☎（
４
８
１
）５
３
０
０

☎（
４
８
１
）５
３
０
０

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

【
１
部
】
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

【
２
部
】
午
後
零
時
30
分
〜
２
時

※
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
時
間
は
１
時
間

程
度
で
お
願
い
し
ま
す

●
身
体
測
定

「
お
お
き
く
な
っ
た
か
な
？
」

日
11
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮　

要
申
し
込
み

●
わ
く
わ
く
制
作
「
親
子
で
ク
リ

ス
マ
ス
制
作
を
楽
し
も
う
」

日
11
月
22
日
㈪
、
24
日
㈬
〜
26

日
㈮　

要
申
し
込
み

●
ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー
「
ホ
ー
ル

で
映
画
気
分
を
味
わ

お
う
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
お

話
を
上
映
し
ま
す
。

日
12
月
１
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
　
要
申
し
込
み

●
子
育
て
講
座
「
栄
養
士
に
よ
る

食
育
講
座
」

日
12
月
13
日
㈪
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
15
分

要
申
し
込
み

※
個
別
相
談
も
で
き
ま
す

●
お
た
ん
じ
ょ
う
か
い

　

誕
生
月
の
お
友
だ
ち
に
、
お

た
ん
じ
ょ
う
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
来
園
時
に
職
員
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

●
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日「
手
形
・

足
形
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

日
12
月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

要
申
し
込
み

定
４
組
（
先
着
順
）

※
当
日
の
午
前
９
時
45
分
〜
11
時

15
分
ま
で
は
、
支
援
室
の
利
用
は

講
座
参
加
者
の
み

●
身
体
測
定

日
12
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

※
支
援
室
利
用
時
間
内

●
ミ
ニ
講
座「ミ

ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

日
12
月
20
日
㈪
①
午
前
10
時
〜
10

時
30
分
②
10
時
50
分
〜
11
時
20
分

要
申
し
込
み

場
中
央
公
民
館

定
各
４
組
（
先
着
順
）

●
お
誕
生
日
の
お
祝
い

　

誕
生
月
に
は
、
手
作
り
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

佐
倉
保
育
園

佐
倉
保
育
園

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

　
　
　
　

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

午
前
８
時

午
前
８
時
3030
分
〜
午
後
１
時

分
〜
午
後
１
時
3030
分分

※
申
し
込
み
は
11
月
16
日
㈫
〜
、
受

付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

会
員
募
集

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す
る

「
提
供
会
員
」に
な
り
ま
せ
ん

か
？
「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
」
か
た

と
、「
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て

ほ
し
い
」
か
た

を
つ
な
ぎ
ま
す
。

ー
こ
ん
な
利
用
が
あ
り
ま
す

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
の
送
迎
や
、

　

そ
の
前
後
の
預
か
り

▼
学
童
・
小
学
校
の
お
迎
え
や
、

　

そ
の
後
の
預
か
り

▼
塾
や
習
い
事
の
送
迎

▼
保
育
施
設
入
所
前
の
預
か
り

▼
保
護
者
が
通
院
、
病
気
、
看

　

病
な
ど
の
と
き
の
預
か
り

▼
産
前
・
産
後
の
家
事
支
援な

ど

※
当
面
の
間
、
集
団
で
の
入
会

説
明
会
は
中
止
し
ま
す
。
個
別

対
応
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
入
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎（
４
８
８
）１
２
７
０
、

℻
（
４
９
７
）
６
７
２
２

【
開
所
時
間
】
月
〜
金
曜
日
（
年

末
年
始
・
祝
日
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報

虐
待
か
も
…

気
に
な
っ
た
ら
お
電
話
を

▼
こ
ど
も
家
庭
課
（
平
日
）

☎
（
４
８
４
）
６
２
６
３

▼
佐
倉
市
役
所
（
土
・
日
曜
日
・

　

祝
日
、
夜
間
）

☎
（
４
８
４
）
１
１
１
１
㈹

▼
千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所

（
24
時
間
）

☎
（
２
５
２
）
１
１
５
２

●
園
庭
開
放

日
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
30
分

生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
保
育
園
佐
倉
東

生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
保
育
園
佐
倉
東

子
育
て
愛
ら
ん
ど

子
育
て
愛
ら
ん
ど

☎（
４
８
１
）０
２
２
５

☎（
４
８
１
）０
２
２
５

午
前
９
時

午
前
９
時
3030
分
〜
午
後
０
時

分
〜
午
後
０
時
3030
分分

●

０
・
１
歳
児
の
お
う
ち
で
で
き

る
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

日
11
月
16
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　

要
申
し
込
み

定
３
組（
先
着
順
）

●

季
節
の
制
作

日
11
月
17
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　

要
申
し
込
み

定
３
組（
先
着
順
）

●
身
体
測
定

日
12
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

吉
見
光
の
子
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

吉
見
光
の
子
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

子
ど
も
の
家

子
ど
も
の
家

　

ノ
ア
ノ
ア　
☎（
３
０
９
）８
３
７
２

☎（
３
０
９
）８
３
７
２

月
〜
金
曜
日

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
現
在
は
午
前
11
時
30

分
ま
で

●
12
月
の
制
作

「
ツ
リ
ー
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
」

　

希
望
者
は
支
援
室
利
用
時
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

３
時

●
オ
ン
ラ
イ
ン
愛
ら
ん
ど

（Z
oom

使
用
）

▼
親
子
で
楽
し
む
あ
そ
び
う
た

日
12
月
８
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

要
申
し
込
み

▼
子
育
て
講
座
「
イ
ヤ
イ
ヤ
期

お
め
で
と
う
」

日
12
月
15
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
２
時　

要
申
し
込
み

●
子
育
て
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
力
と
は
」

　

実
は
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
、

イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
意
味
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

日
12
月
21
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
11
時　

要
申
し
込
み

●
12
月
が
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
へ

　

手
作
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
来
園
時
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

▣
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ユ
ー
カ
リ
ベ
ビ
ー
」
は
、
11

月
１
日
㈪
に
ユ
ー
カ
リ
プ
ラ

ザ
３
階
に
移
転
し
ま
し
た
。



●
テ
ラ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
in
佐
倉
大

人
の
た
め
の
語
り
の
祭
典
11
月
26

日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
ミ
レ
セ
ン

定
45
人
〆
11
月
23
日
㈫
申
問

佐
倉
お
は
な
し
の
会
・
田
倉
☎（
４

６
１
）１
６
１
２

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
＆
ク
ラ
フ

ト
11
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
草
ぶ
え
の
丘
千
円（
子
ど
も

５
０
０
円
）
定
10
人
〆
11
月
21

日
㈰
申
問
さ
く
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
の
会
・
有
賀
℻（
４
８
６
）

１
９
３
６

●
結
婚
情
報
交
換
会
11
月
28
日
㈰

午
後
３
時
〜
5
時
臼
井
公
２
千

円
対
未
婚
者
お
よ
び
親
定
10
人

問
世
話
や
き
お
ば
さ
ん
・
山
口
☎

０
７
０（
４
４
９
３
）０
７
８
１

●
絵
画
展
12
月
７
日
㈫
〜
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
初
日
午

後
1
時
〜
最
終
日
午
後
３
時
）
市

美
問
Ｔ
Ｈ
Ｚ
の
会
・
図
志
☎（
４

６
１
）９
９
６
７

●
絵
画
展
12
月
14
日
㈫
〜
19
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
初
日
午

後
1
時
〜
最
終
日
午
後
３
時
）
市

美
問
楽
画
喜
会
・
田
村
☎
℻（
４

６
２
）５
１
３
９

■
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
合

唱
メ
ン
バ
ー
募
集
対
５
歳
〜
中

学
生
で
当
日（
12
月
25
日
㈯
）
含

め
３
回
以
上
練
習
に
参
加
可
能
な

か
た
〆
12
月
10
日
㈮
申
問
佐

倉
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
・
宮
内
☎
０

８
０（
５
４
５
０
）８
９
２
６

■
絵
画
第
１
・
３
金
曜
午
前
９
時

〜
正
午
中
央
公
費
月
７
５
０
円

対
初
心
者
〜
問
翔
・
大
塚
☎（
４

８
６
）８
３
１
２

■
手
話
ダ
ン
ス
第
１
・
２
・
４
水

曜
午
前
10
時
〜
正
午
志
津
公
費

半
年
３
５
０
０
円
対
女
性
問
手

話
ダ
ン
ス
あ
い
・
松
本
☎
℻（
４

８
７
）７
８
７
４

■
日
本
民
踊
第
１
・
３
月
曜
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
中
央
公
費
月

１
５
０
０
円
問
佐
倉
華
踊
会
・

関
野
☎
℻（
４
８
５
）２
５
１
９

■
着
付
け
第
１
・
３
月
曜
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
臼
井
公
費
１
回

千
円
問
簡
装
・
酒
井
☎
０
９
０

（
５
０
７
６
）
０
２
１
６

■
囲
碁
月
曜
午
後
２
時
〜
5
時

囲
碁
ク
ラ
ブ
費
１
回
５
０
０
円

問
初
級
者
囲
碁
の
会
・
嶋
田
☎
０

９
０（
８
８
１
９
）
２
２
６
７

■
家
庭
菜
園
随
時
臼
井
田
お
よ

び
江
原
台
入
千
円
費
年
６
千
円

問
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
西
田
☎
０

７
０（
５
５
５
８
）３
８
８
３

■
コ
ー
ラ
ス
第
１
・
３
木
曜
午
後

１
時
〜
３
時
中
央
公
費
月
２
千

円
対
女
性
問
歌
音
・
高
石
☎
℻

（
４
８
４
）３
８
４
８

■
自
力
整
体
第
２
金
曜
午
前
10
時

〜
正
午
志
津
公
、
西
ユ
ー
カ
リ
が
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イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル

　

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
…
日
日
時
場
場
所
内
内
容
入
入
会
金
費
会
費
対

対
象
定
定
員
〆
締
め
切
り
申
申
し
込
み
問
問
い
合
わ
せ

略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ミ
レ
セ
ン
ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
千
代
田
ふ
れ
千
代
田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
公
公

民
館
市
美
市
立
美
術
館
音
ホ
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
市
体
市
民
体

育
館
西
福
セ
ン
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
岩
運
岩
名
運
動
公
園

佐
倉
瓦
版

　
　
　

短　
　
　

歌　
　
　
　

川　

上　
　
　

三　

郎　
　
　

  

選

　
　
　

川　
　
　

柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
川
柳
同
好
会　
　
　

選  

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
か
い
書

で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣
寺
町
97
佐
倉

市
役
所
広
報
課
へ
。
※
投
稿
作
品
は
、
選
者
が
添

削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ぶ
んげ

い

白
滝
と
ま
ご
う
ば
か
り
に
幾
重
に
も
枝
垂
れ
し
萩
の
白
に
風
吹
く

寺
戸
日
出
美
（
王
子
台
）

評　
風
に
揺
れ
る
白
萩
を
滝
と
見
立
て
て
観
賞
。
小
さ
な
三
枚
の
葉
と
と
も
に

赤
紫
や
白
い
花
が
房
と
な
っ
て
咲
く
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
萩
へ
の
思
い
に
共
感
。

十
六
の
初
恋
有
り
て
こ
の
命
コ
ロ
ナ
時
代
に
負
け
ず
生
き
居
る

松
川　

曄
子
（　

城　

）

錦
木
の
紅
葉
す
す
み
華
や
げ
り
今
年
も
秋
の
花
材
と
な
さ
む

石
田　

和
子
（
中
志
津
）

幼
き
日
き
れ
い
と
摘
ん
だ
彼
岸
花
じ
い
じ
の
声
が
聞
こ
え
く
る
ご
と

梅
原　

安
子
（
稲
荷
台
）

ハ
ン
デ
ィ
も
味
方
に
つ
け
る
強
靭
な
心
と
技
の
オ
リ
パ
ラ
を
見
る

中
村　

真
理
（
坂　

戸
）

花
の
香
を
届
け
包
め
よ
木
犀
よ
永
遠
の
眠
り
に
つ
き
ゆ
く
猫
に

野
村
美
津
子
（
染
井
野
）

真
夜
中
に
十
六
夜
の
月
ひ
か
り
冴
え
心
に
し
み
て
勇
気
を
も
ら
う

霜
越
千
鶴
子
（
寺
崎
北
）

た
れ
こ
め
し
空
よ
り
落
つ
る
雨
つ
ぶ
を
甘
露
に
思
へ
咲
く
曼
珠
沙
華

本
山　

幸
子
（
吉　

見
）

輪
の
欠
け
し
と
こ
ろ
も
あ
り
て
盆
踊　
　
　
　

鈴
木
美
根
子
（
白　

銀
）

評　
櫓
を
中
心
に
輪
と
な
っ
て
踊
る
の
だ
が
、
参
加
す
る
人
が
多
く
な
い
と
輪
の
欠

け
て
し
ま
う
所
が
あ
る
。そ
れ
を
写
し
取
っ
て
言
外
に
様
々
な
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

ざ
く
ろ
は
じ
け
昔
々
の
味
が
す
る　
　
　
　
　

前
橋　

静
江
（
中
志
津
）

ふ
と
呼
ば
れ
た
や
う
な
朝
や
曼
珠
沙
華　
　
　

仲
沢　

智
子
（
染
井
野
）

縄
文
の
遺
跡
の
森
や
木
の
実
降
る　
　
　
　
　

角　
　

利
正（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

電
柱
の
陰
に
バ
ス
待
つ
残
暑
か
な　
　
　
　
　

石
田　

政
恵
（
鏑
木
町
）

湯
治
場
の
小
さ
き
窓
や
山
の
秋　
　
　
　
　
　

渡
辺
由
季
江
（
中
志
津
）

秋
暁
や
眉
月
懸
か
る
杉
木
立　
　
　
　
　
　
　

吉
見　

淑
恵
（
染
井
野
）

天
上
の
鈴
聞
こ
え
け
り
金
木
犀　
　
　
　
　
　

金
原　

恵
子
（
田　

町
）

大
空
の
端
ま
で
続
く
花
野
か
な　
　
　
　
　
　

末
本　

光
登
（
上　

座
）

雨
戸
曳
く
手
を
ふ
と
止
め
て
虫
を
聞
く　
　
　

北
原　

正
敏
（
中
志
津
）

星
空
は
カ
ノ
ン
の
響
き
冬
に
入
る　
　
　
　
　

木
村　

弘
美
（
宮　

前
）

雁
や
吾
が
学
び
舎
は
廃
校
に　
　
　
　
　
　
　

古
草
甚
太
郎
（
将
門
町
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※こうほう佐倉 12月 15 日号から紙面の都合により、俳句６句、短歌４首、川柳３句にします

　
　

俳　
　
　

句　
　
　
　

葛　

西　
　
　

茂　

美　
　
　

選

丘
６
・
７
丁
目
会
館
費
１
回
６

０
０
円
対
女
性
問
新
日
本
婦
人

の
会
佐
倉
支
部
・
田
中
☎
℻（
４

８
９
）３
５
２
５

■
太
極
拳
第
１
・
３
・
４
火
曜
午

前
10
時
〜
正
午
中
央
公
、
市
体

入
千
円
費
月
２
千
円
対
初
心

者
問
佐
倉
太
極
拳
同
好
会
・
中

川
☎（
４
８
６
）５
１
５
７

■
居
合
道
土
曜
午
後
７
時
〜
９
時

小
竹
小
、
日
曜
午
後
5
時
〜
７
時

志
津
小
入
千
円
費
月
３
千
円

対
高
校
生
〜
問
千
葉
剣
心
会
・

村
上
☎
０
９
０（
７
４
２
３
）４
７

６
０

■
剣
道
金
曜
午
後
５
時
30
分
〜
７

時
、
日
曜
午
後
３
時
〜
５
時
王
子

台
小
入
千
円
費
月
２
千
円
対

小
学
生
〜
問
う
す
い
剣
友
会
・

大
久
保
☎（
３
０
８
）３
８
６
６

♦
４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

日
11
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

零
時
15
分
・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が
丘

問
社
会
福
祉
課
☎（
４
８
４
）
６

１
３
５

♦
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉

病
院
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
講
座

「
認
知
症
と
共
に
歩
む
〜
予
防
と

治
療
ケ
ア
〜
」

日
11
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
（
要
事
前
登
録
）

※
事
前
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ https://

bit.ly/2W
FaRX7

申
問
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー

佐
倉
病
院
☎（
４
６
２
）８
８
１
１

♦
法
律
・
税
金
・
登
記
総
合
相
談

日
12
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
ま
で
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

内
離
婚
、
債
務
整
理
、
労
働
事
件
、

交
通
事
故
、
遺
言
、
登
記
、
境
界

紛
争
、
成
年
後
見
、
相
続
な
ど

問
自
治
人
権
推
進
課
☎（
４
８
４
）

６
１
２
８

♦
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
12
月
４
日
㈯
午
後
８
時
〜
（
受

付
午
後
７
時
〜
）  

※
主
催
佐
倉

市
体
育
協
会
・
佐
倉
市

要
申
し
込
み

場
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ユ
ー
カ
リ
ボ
ウ
ル

費
千
円

内
３
Ｇ
ア
メ
リ
カ
ン
方
式

申
問
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ユ
ー
カ
リ
ボ
ウ

ル
☎（
４
８
８
）
１
１
１
０

♦
無
料
・
創
業
プ
ラ
ン
作
成
ス

ク
ー
ル（
特
定
創
業
等
支
援
事
業
・

佐
倉
市
共
催
）

日
令
和
４
年
１
月
15
日
〜
２
月
５

日
の
土
曜
日（
全
４
回
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料

場
松
戸
商
工
会
議
所（
松
戸
市
）

対
創
業
予
定
者
お
よ
び
創
業
し
て

間
も
な
い
か
た

定
20
人（
多
数
時
抽
選
）

申
千
葉
県
信
用
保
証
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
）

問
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
☎（
３

１
１
）
５
０
０
１

♦【
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資

格
研
修
】
受
講
者
募
集

日
令
和
4
年
２
月
１
日
㈫
・
３
日

㈭
・
８
日
㈫
・
16
日
㈬

要
申
し
込
み
・
無
料

場
成
田
国
際
文
化
会
館（
成
田
市
）

定
16
人（
先
着
順
）

〆
12
月
３
日
㈮　

※
詳
細
は
市
ま
た
は「
千

葉
県
放
課
後
児
童
支
援

員
認
定
資
格
研
修
」（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
）

申
問
こ
ど
も
保
育
課
☎（
４
８
４
）

６
４
１
５

♦
計
量
器
定
期
検
査
の
事
前
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

対
取
引
や
証
明
な
ど
に
計
量
器

（
は
か
り
）を
使
用
し
て
い
る
商
店
、

学
校
、
病
院
、
事
業
所
な
ど

期
間　

11
月
24
日
㈬
ま
で
実
施

※
定
期
調
査
の
日
程
・
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」

12
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

問
産
業
振
興
課
☎（
４
８
４
）
６

１
４
５

■
申
し
込
み
方
法

「
こ
う
ほ
う
佐
倉
佐
倉
瓦
版

掲
載
申
込
書
」に
記
入
し
、提
出
。

【
申
込
書
】

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
提
出
先
】

市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
の

窓
口
へ
提
出
。

　

そ
れ
以
外
は
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

広
報
課
へ
。

■
締
め
切
り

掲
載
希
望
号
の
１
か
月
前
の

15
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
平
日
・
必
着
）。

■
回
数

　

１
団
体
に
つ
き
、「
催
し
」、

「
サ
ー
ク
ル
」
合
わ
せ
て
年
度
内

（
４
月
〜
翌
年
３
月
）４
回
ま
で
。

■
文
字
数
・
内
容

１
０
０
字
以
内（
１
０
０
字

以
内
で
も
、
記
載
内
容
の
統
一

的
な
表
記
な
ど
で
記
入
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
割
愛
す
る
場
合

あ
り
）。
※「
第
○
回
」、「
初

心
者
歓
迎
」、「
持
ち
物
」
な
ど

の
補
足
的
な
内
容
は
掲
載
不
可

※
別
団
体
で
も
代
表
者
が
同
じ

場
合
な
ど
は
、
掲
載
回
数
を
制

限
す
る
場
合
あ
り

■
掲
載
で
き
な
い
も
の

▼
活
動
場
所
が
市
外
の
も
の
▼

営
利
目
的
の
も
の（
講
師
な
ど

が
主
催
し
て
月
謝
を
と
る
教
室

の
生
徒
募
集
、
掲
載
者
と
講
師

が
同
じ
も
の
）
▼
政
治
・
宗
教

団
体
の
活
動
▼
売
名
行
為
と
考

え
ら
れ
る
も
の
▼
会
員
間
の
相

互
連
絡
▼
そ
の
他
性
格
上
不
適

当
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど

問
い
合
わ
せ

広
報
課

☎（
４
８
４
）６
１
０
１

℻（
４
８
６
）８
７
２
０

koho@
city.sakura.lg.jp

「
佐
倉
瓦
版
」掲
載
基
準

ス
パ
イ
ス
が
足
り
ぬ
わ
が
カ
レ
ー
わ
が
川
柳　

大
塚　

正
明
（
王
子
台
）

お
互
い
に
目
が
語
っ
て
る
老
け
た
わ
ネ
！      

半
田　

徳
子
（
大
蛇
町
）

住
み
た
い
ね
と
な
り
ス
ー
パ
ー
病
院
の　
　

   

庄
田　

俊
子
（　

城　

）

酒
買
う
に
年
齢
確
認
見
り
ゃ
わ
か
る　
　
　
　

高
山　

礼
子
（
本　

町
）

西
空
の
は
る
か
先
祖
に
手
を
合
わ
す　
　
　
　

大
坪　

春
子
（
西
志
津
）
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古紙再生紙
植物油インキ使用

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,452世帯（+11） 27,967 人 （+3）
臼井地区 13,893世帯（+10） 29,973 人 （-13）
志津地区 33,690世帯 （+2） 75,594 人 （-4）
根郷地区 11,853世帯（+12） 25,361 人 （-7）
和田地区 757世帯 （-1） 1,685 人 （-6）
弥富地区 707世帯 （-3） 1,483 人 （-4）
千代田地区 4,308 世帯 （+5） 10,402 人 （+18）
計 78,660世帯（+36） 172,465 人 （-13）

<令和 3年 10月末現在>

出生 80人 死亡 152 人 転入等 435人 転出等 376 人
男 84,926 人 女 87,539 人 （うち外国人住民 3,721 人）

2021 年（令和 3年）11 月 15 日〈1369 号〉 佐倉市民花火大会 8

佐倉市金融懇談会※１、山万㈱、TOTOバスクリエイト㈱、塚田商事㈱、DIC㈱総合研究所 ･DIC 川村記念美術館、鶴産商事㈱、㈱広域高速ネット二九六、イオン
タウンユーカリが丘同友店会、京成電鉄㈱、佐倉市内郵便局※２、㈱フジクラ佐倉事業所、㈱佐倉環境センター、㈱ハウジングボックス、㈱紺野工務店、(一社 ) 佐
倉市建設業防災協会、ユーミーどうぶつ病院、㈱美研、㈱小泉産業、㈱黒澤製作所、（一財）日本老人福祉財団佐倉ゆうゆうの里、佐倉市商店会連合会、大昌建設㈱、
㈲丸山クリーン、佐倉商工会議所、あやめ薬局下志津店、佐倉市倫理法人会、岩渕薬品㈱、㈱佐久間、㈱北辰産業、佐倉市管工事協同組合、㈱佐倉水道センター、
㈱藤給食センター、㈲サンライズ通信、山田機械工業㈱、佐倉ライオンズクラブ、㈱そごう・西武 そごう千葉店、㈱ナカムラ、南総通運㈱佐倉支店、㈱ジィ・シィ
企画、（公社）佐倉市シルバー人材センター、㈲印旛防疫社、㈱馬場建材・㈲馬場運輸、全千葉警備業協同組合、佐倉市朝市出店者組合、㈱ライフシールド、ワタキュー
セイモア㈱千葉営業所、佐倉測栄会、（公社）佐倉市観光協会、㈱新東京ＡＤ、㈱ディーシーエム、野村證券㈱千葉支店、㈱オーエンス成田支店、㈲カーフィールド、（一社）
千葉県宅地建物取引業協会印旛支部、杉山工務店、佐倉ロータリークラブ、大成有楽不動産㈱、ナイトパブMAKI、㈱ヨシダ、㈱ワイケイアート、㈱野口屋、㈱トウズ、
京成建設㈱、㈱五十嵐商会、角栄ガス㈱千葉サービスセンター、㈱角栄ホームズ、㈲ハナシマHAIR FLOS、㈱村上建設、㈱地域冷暖房千葉、㈱サンテックインター
ナショナル、むつみ産業㈱、臼井ショッピングセンター協同組合、千葉みらい農業協同組合、長谷川体育施設㈱ 千葉営業所、創政建設㈱、さくら観光バス㈱、㈱
清水商会、㈱佐倉倶楽部、㈱輪奏電気、明光サービス㈱、（一社）成田法人会、大川電器佐倉店、湘南積水工業㈱、テルウェル東日本㈱、㈱クリケット、㈲板倉自動車、
㈱佐倉自動車学校、㈱みぞぐち商会、㈱井野口建材、壱建築設計施工㈱、ミズホ㈱千葉工場、㈱朋栄 佐倉研究開発センター、若槻公認会計士・税理士事務所、㈱太伸、
㈱テーオー印刷、㈱セントラルサービス、㈱建総、名糖㈱佐倉工場、親自然㈱、インバ建設㈱、麻賀多神社、長谷川木材㈱、㈱木村屋、㈱アライヴネットワーク、
印旛沼土地改良区、㈱赤門、あいはら表具店、デンカポリマー㈱佐倉工場、㈱小川園、㈱三谷屋呉服店、GALLE、（福）聖隷福祉事業団 聖隷佐倉市民病院、太平洋
セメント㈱、㈲カトーそば研究所（川瀬屋）、㈱マルゼン、吉岡クリーニング、㈱テスク、㈱イーパック、東京ガス㈱千葉支社、さくら弁当、三井ホーム㈱、千葉
県火災共済協同組合、大成建設㈱千葉支店、古河ユニック㈱佐倉工場、㈱常磐植物化学研究所、理容組合佐倉地区、㈲佐倉第一ホテル、㈱島田、㈱野口ポンプ製
作所、結設計㈱、㈲トミヤマ電気通信、㈲志津ハウス、ちばグリーンバス㈱、高圧ガス工業㈱佐倉工場、㈱モリチョウ、㈲セイミヤ花店、㈲岡野川魚店、京成タクシー
佐倉㈱、ケーイーエフ㈱、ブックカフェしおり堂・高橋行政書士事務所、㈱オアシス、㈲山形屋、㈲佐倉防疫、㈲佐倉環碧、㈲小倉自動車、㈲セットアップ、㈱オー
ルセレモニー、㈱千葉測器、㈱アムス、㈲エーワン、やきとり鈴乃屋、(一社 ) 倫理研究所家庭倫理の会佐倉市、(一社 ) 成田法人会根郷支部、(一社 ) 成田法人会佐倉支部、
岩本旅館、(一社 ) 成田法人会臼井支部、（税）佐藤税理士事務所、㈱ツミタ、㈲さくら植物園、㈲ますだ、㈱鳥羽ミート、佐倉むらさきライオンズクラブ、㈱滝口商
店、塚本總業㈱千葉支社、（医社）福生会　斎藤労災病院、㈱ヤマナカゴーキン、中村米店、森と自然の保育園のびのびハウス
※１千葉銀行佐倉支店・うすい支店・志津支店・ユーカリが丘支店、京葉銀行志津支店・佐倉支店・うすい支店・ユーカリが丘支店、千葉信用金庫佐倉支店・志津支店、
銚子信用金庫佐倉支店、佐原信用金庫佐倉支店、東京東信用金庫臼井支店、千葉みらい農業協同組合佐倉中央支店
※２佐倉郵便局、馬渡郵便局、佐倉駅前郵便局、下総和田郵便局、佐倉大蛇郵便局、佐倉新町郵便局、佐倉城郵便局、佐倉駅南口郵便局、佐倉山王郵便局、酒々
井郵便局、東酒々井郵便局、臼井郵便局、佐倉西志津郵便局、佐倉志津郵便局、佐倉中志津郵便局、佐倉江原郵便局、佐倉ユーカリが丘郵便局、佐倉井野郵便局、
佐倉稲荷台郵便局、佐倉王子台郵便局、佐倉染井野郵便局

【寄附企業・団体一覧】※順不同、敬称略 ◆寄付金総額　570万円

家庭ごみの収集日
カン 11/16･30㈫
ビン 11/23(火･祝)

その他紙製容器包装 毎週火曜日
その他プラスチック製容器包装 毎週木曜日
うめたてごみ 11/18 ㈭

金属類・小型家電 11/25 ㈭

問広報課  映像・メディア推進班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch
 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

【11月の番組スケジュール】

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
式チャンネルでもご覧いただけます。

　http://www.youtube.com/user/
　TheSakuraCity

■放送時間
（各 20分）
月～金曜日
13：00～
17：00～
22：00～
土・日曜日
17：00～
22：00～

佐倉の特産　やまといも

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改製前・除票は不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの

地域包括支援センターへ
志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後 5時 30分（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉 ☎（485）8660（佐倉市管工事組合）

休日・夜間の水漏れは
24 時間受付・年中無休（緊急連絡）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
8：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝 5：45

【日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】　

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科

休日の急病は
（受診の際は事前にご連絡を・保険証および
子ども医療費助成受給券をご持参ください）

15 日㈪～ 21日㈰ 佐倉の特産　やまといも

22 日㈪～ 28日㈰ 佐倉市民花火大会

29 日㈪～
佐倉湧水探検隊

～大地の恵み“湧き水 ”を探せ～（再）

問い合わせ

第第
6060
回回
佐
倉
市
民
花
火
大
会

佐
倉
市
民
花
火
大
会
がが

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
（（
1010
月月
3030
日
）
日
）

花火の打ち上げ（岩名）花火の打ち上げ（岩名）佐倉青年会議所による手筒花火佐倉青年会議所による手筒花火

花火同時打ち上げ（臼井地区から 4か所）花火同時打ち上げ（臼井地区から 4か所）


